










要約:本分担研究の第 2 年度から新たに<リサーチクェスチョン>の 4「新しい助産婦の役

割モデルについて」を担当した。変化の著しい時代の要請に対応してモデル的助産婦活動

を展開している状況を、昨年は先ず全国規模で把握することをめざした。全国 47 都道府

県から 113例の事例のデータを収集、分析し、助産婦による妊娠中から分娩の介助、産褥

期、新生児期を通じての一貫した受持制のプライマリー助産から性教育指導に及ぶ 18 種

類のモデル的活動を抽出考察を加えた。今年は活動事例の発展の方向性と課題の検討を通

じ、助産婦活動の発展を促す方策を挙げるために、特に施設から地域活動を行なって 26

施設について更に調査を行った。施設からの地域活動の展開には諸段階があり、ボランテ

ィア段階、前向きに検討の段階、組織化されて活動している段階等がある。これらについ

て分析し、今後、助産婦活動を発展させる方策の検討につなげる。


